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第４２回 NCUライフサイエンスセミナー

「化学プローブのデザイン・合成によるin vivoイメージング」

講師：菊地 和也 先生
大阪大学・大学院工学研究科・応用化学専攻 栄誉教授
大阪大学・免疫学フロンティア研究センター（兼任）

日時：令和８年1月21日（水）17:00～18:00
場所：名古屋市立大学桜山キャンパス
      医学研究棟11階講義室B

要旨
イメージング研究は1990年代以降，医学・生物学・化学の垣根を越えて盛んに研究され

るようになり，細胞内外に作用する分子の働きを，その場で解明することを可能としてきた．
この目的達成には細胞内分子可視化プローブを化学原理に基づいてデザイン・合成すること
は有効なアプローチの一つである．演者は“生きた状態における生体分子の空間的な局在性
とその時間的な変化，量的・質的な変化を解析する手法”を創り出し，直接マウス個体・細
胞に応用することに成功してきた．
まず，破骨細胞が実際に骨を溶かしている部位を可視化する蛍光プローブを作製し，生体

２光子励起イメージング装置を用いて，in vivoにおける破骨細胞の機能評価を行った例を紹
介する．化学プローブには標的細胞が存在する特定の組織への選択的輸送ができる仕組みを
施し，低pH環境で蛍光を発する機能も組み込むことで，破骨細胞活性を選択的に可視化し
た．また，細胞の局在変化と活性変化をリアルタイムに画像化し，骨を溶かす強さを定量化
し薬物活性評価を可能とした．
次に，超解像顕微鏡技術などレーザー光を用いる新光学技術に適合したリガンドリサイク

ル型蛍光プローブ開発を紹介する．演者らは，新たなタグと蛍光プローブによる入れ替わり
可能なタンパク質標識法を開発し長時間にわたり，高いコントラストで標的タンパク質のイ
メージングを可能とした．

世話人：中川秀彦（薬学研究科）deco@phar.nagoya-cu.ac.jp
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